
「契約の仲介者」              2018 年 12 月 28 日 

ヘブライ人への手紙 8 章 1 節～6 節 今述べていることの要点は、わたしたちにはこの 

ような大祭司が与えられていて、天におられる大いなる方の玉座の右の座に着き、人間で

はなく主がお建てになった聖所また真の幕屋で、仕えておられるということです。すべて

大祭司は、供え物といけにえとを献げるために、任命されています。それで、この方も、

何か献げる物を持っておられなければなりません。もし、地上におられるのだとすれば、

律法に従って供え物を献げる祭司たちが現にいる以上、この方は決して祭司ではありえな

かったでしょう。この祭司たちは、天にあるものの写しであり影であるものに仕えており、

そのことは、モーセが幕屋を建てようとしたときに、お告げを受けたとおりです。神は、

「見よ、山で示された型どおりに、すべてのものを作れ」と言われたのです。しかし、今、

わたしたちの大祭司は、それよりはるかに優れた務めを得ておられます。更にまさった約

束に基づいて制定された、更にまさった契約の仲介者になられたからです。 

 

「今述べていることの要点は、わたしたちにはこのような大祭司が与えられていて、天 

におられる大いなる方の玉座の右の座に着き、人間ではなく主がお建てになった聖所また

真の幕屋で、仕えておられるということです。」大祭司イエスは、神の玉座の右に座し、

人間の罪を贖い、神に執り成してくださっている大祭司である。人の手によるのではなく、

主イエスが建てた聖所、真の幕屋で仕えておられる。大祭司は供え物といけにえとを献げ

るために、任命されている。その務めはレビ記 16 章に書かれている。大祭司は、自分の贖

罪のために雄牛を屠って血を抜き、指で贖いの座の東の面と贖いの座の前方に 7 度振りま

く。次に民の贖罪のために雄山羊を屠って血を抜き取り、雄牛の血の場合と同じように振

りまく。この間、香草の香を両手いっぱいに携えて入り、香炉に炭火を満たし、契約の箱

の前で香をくべ、雲のように漂わせる。死を免れるためである。エルサレム神殿の溝には

いけにえに献げられた膨大な動物の血が流れていたという。モーセの時代の幕屋も、エル

サレム神殿も、血の臭いでむせ返っていたのではないか。西行は、「なにごとのおはしますか

は知らねども かたじけなさに涙こぼるる」と詠っている。誰が祀られているかは知らないが、ただ、か

たじけなくて涙が出るという。日本の神社の静寂さと清潔さとに感じ入った歌ではないか。血の臭いがむ

せ返るイスラエルの幕屋、神殿とはまるで違う。命の血をもってしか解決できないイスラエル人の宗教性

が現れ、彼らの粘り強さ、しつこさを強烈に感じる。 

 主イエスも地上におられるのであれば、律法に従って供え物を献げる祭司たちがいるの

だから、献げ物を携えていないと、祭司とは言えない。しかし、主イエスは、いけにえの

動物の血ではなく、御自分の体を十字架に献げられたのである。 

 祭司たちの贖いの儀式は天にあるものの写しであり、陰に仕えていたのである。モーセ

が幕屋を建てさせた時、神からお告げを受け、「山で示された方式に従って幕屋を造りな

さい」と命じた。それに基づいて幕屋を造り、贖いの祭儀を行っていたのであるが、私た

ちの大祭司イエスは、そのような天の写しや陰でない、真の幕屋で仕え、遥かに優れた務

めを果たしておられる。神の更に優った約束に基づいて制定された、更に優った契約の仲

介者になられたのである。私たちは、この仲保者によって神と結び付き、救いを与えられ

ている。「著者」は大祭司イエスの地位とその働きの意味に注目し、与えられた救いを喜

び、感謝するように諭している。 


